
20 年に対する　それぞれの思い
　このまちで、
　いままでも、  　これからも

■
平
成
18
年
■

１
月
１
日

３
月
29
日

４
月
25
日

８
月
５
日

新「
鹿
屋
市
」誕
生

「
国
道
２
６
９
号
西
原
バ
イ
パ
ス
」開
通

「
か
の
や
ば
ら
園
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

鹿
屋
中
央
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
全
国
高
校
総
体
優
勝

■
平
成
19
年
■

４
月
１
日

７
月
１
日

８
月
１
日

９
月
１
日

「
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
」オ
ー
プ
ン

「
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
」開
設

平
和
都
市
宣
言

市
街
地
巡
回
バ
ス「
か
の
や
く
る
り
ん
バ

ス
」運
行
開
始

■
平
成
20
年
■

２
月
16
日

３
月
21
日

４
月
１
日

10
月
26
日

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」

初
公
演

「
第
１
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

「
肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
」本
格
稼
働

「
串
良
さ
く
ら
温
泉
」オ
ー
プ
ン

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

■
平
成
21
年
■

４
月
１
日

12
月
１
日
「
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
」発
足

「
鹿
児
島
中
央
駅
～
鹿
屋
間
直
行
バ
ス
」運

行
開
始

■
平
成
22
年
■

４
月
28
日

９
月
２
日

10
月
１
日

鹿
屋
市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
を
設
置

「
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

鹿
屋
体
育
大
学
と
の
連
携
協
定
を
締
結

国
勢
調
査（
人
口
１
０
５
，０
７
０
人
）

■
平
成
23
年
■

３
月
６
日

３
月
11
日

３
月
12
日

３
月
13
日

４
月
１
日

４
月
５
日

「
国
道
２
２
０
号
古
江
バ
イ
パ
ス（
古
里

～
花
岡
間
）」開
通

東
日
本
大
震
災

百
引
・
市
成
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

百
引
・
平
南
・
市
成
・
高
尾
小
学
校
閉
校

記
念
式
典

「
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」開
設

輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
開
校

■
平
成
24
年
■

４
月
３
日

９
月
14
日
「
か
の
や
市
商
工
会
」開
所

「
か
の
や
紅
は
る
か
」誕
生

■
平
成
25
年
■

３
月
10
日

３
月
17
日

３
月
24
日

３
月
29
日

４
月
５
日

４
月
８
日

古
江
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

菅
原
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

鶴
羽
・
神
野
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

「
大
隅
広
域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
」開
始

吾
平
・
神
野
小
学
校
統
合
記
念
式
典

小
中
一
貫
校
花
岡
学
園
開
校
式

■
平
成
26
年
■

２
月
５
日

３
月
１
日

８
月
13
日

８
月
19
日

12
月
21
日

鹿
屋
市
長
に
中
西
茂
氏
就
任

「
国
道
５
０
４
号
百
引
バ
イ
パ
ス
」開
通

鹿
屋
中
央
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
初
出

場
・
初
勝
利

「
か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
平
和

の
花
束
～
」初
開
催

「
東
九
州
自
動
車
道
」・「
大
隅
縦
貫
道（
一

部
）」曽
於
弥
五
郎
IC
～
笠
之
原
IC
開
通

■
平
成
27
年
■

３
月
８
日

３
月
15
日

４
月
３
日

４
月
６
日

４
月
16
日

10
月
１
日

10
月
31
日

12
月
27
日

高
須
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

浜
田
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

大
姶
良
・
浜
田
小
学
校
統
合
記
念
式
典

第
一
鹿
屋
・
高
須
中
学
校
、
大
姶
良
・
高

須
中
学
校
の
統
合
記
念
式
典

「
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」開
設

国
勢
調
査（
人
口
１
０
３
，６
０
８
人
）

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５

「
平
和
公
園
屋
内
練
習
場
」完
成

■
平
成
28
年
■

１
月
30
日

４
月
１
日

９
月
20
日

鹿
屋
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

「
鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
所

台
風
16
号
に
よ
る
大
規
模
被
害

■
平
成
29
年
■

９
月
７
日

10
月
14
日

「
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
鹿
児

島
県
が
団
体
賞

「
栃
木
県
小
山
市
・
鹿
屋
市
Ｃ
＆
Ｋ
橋
渡

し
交
流
に
よ
る
連
携
協
定
」締
結

■
平
成
30
年
■

１
月
19
日

２
月
17
日

７
月
１
日

７
月
21
日

９
月
24
日

鹿
屋
農
業
高
校
が「
第
１
回
和
牛
甲
子
園
」

肉
質
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

子
育
て
支
援
住
宅「
ハ
グ
・
テ
ラ
ス
」完
成

「
ユ
ク
サ
お
お
す
み
海
の
学
校
」オ
ー
プ
ン

荒
瀬
ダ
ム
通
水
式

明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会

■
平
成
31
年
・
令
和
元
年
■

３
月
20
日

５
月
１
日
「
第
２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

元
号
が「
令
和
」に
改
元

■
令
和
２
年
■

３
月
14
日

３
月
27
日

４
月
６
日

４
月
16
日

４
月
24
日

６
月
15
日

７
月
６
日

10
月
１
日

高
須
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

「
鹿
屋
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
」設
置

鹿
屋
女
子
高
校
新
校
舎
で
授
業
ス
タ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

　
全
国
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
鹿
屋
」オ
ー
プ
ン

「
く
ろ
ぶ
た
の
丘
」オ
ー
プ
ン

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
被
害

「
あ
そ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
か
の
や
」オ
ー
プ
ン

国
勢
調
査（
人
口
１
０
１
，０
９
６
人
）

■
令
和
３
年
■

４
月
27
日

５
月
15
日

７
月
17
日

９
月
１
日

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

東
九
州
自
動
車
道
志
布
志
IC
～
鹿
屋
串
良

Ｊ
Ｃ
Ｔ
開
通

「
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

■
令
和
４
年
■

３
月
13
日

８
月
10
日

10
月
５
日

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
記
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
霧
島
ヶ
丘
公
園
内
に
完
成

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ａ
ｈ
！
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
始
動

「
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
鹿
児

島
県
が
和
牛
日
本
一

■
令
和
５
年
■

２
月
３
日

２
月
25
日

８
月
４
日

９
月
21
日

10
月
８
日

10
月
28
日

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
鹿
屋
・
肝
付
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
初
開
催

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
・
軽
音
楽
部

門
開
催

特
別
国
民
体
育
大
会（
か
ご
し
ま
国
体
）開
催

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
行
幸
啓

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
精
神
障
害
者
の
部
）開
催

■
令
和
６
年
■

１
月
18
日

４
月
１
日

７
月
30
日

９
月
４
日

11
月
４
日

鹿
屋
農
業
高
校
鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
が

「
第
７
回
和
牛
甲
子
園
」で
最
優
秀
賞
受
賞

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン （
リ
ナ
ベ
ー
ス
＋
）

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
４
体
操
競
技

男
子
団
体
で
鹿
屋
体
育
大
学
出
身
の
杉す
ぎ
の野

正た
か
あ
き尭
選
手
が
金
メ
ダ
ル
獲
得

日
本
新
聞
協
会「
新
聞
広
告
賞
」
の
大
賞

に「
土
用
の『
う
し
の
日
』問
題
」が
選
出

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ

が
日
本
女
子
リ
ー
グ
初
優
勝

■
令
和
７
年
■

１
月
26
日

３
月
21
日

４
月
１
日

８
月
８
日

10
月
18
日

お
い
も
フ
ェ
ス
か
の
や
初
開
催

「
第
３
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
」策
定

「
湯
遊
ラ
ン
ド
あ
い
ら
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

戦
後
80
年
特
別
企
画
展

鹿
屋
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

新
鹿
屋
市
20
年
の

主
な
で
き
ご
と

㈱寿商会
代表取締役　竹

たけなか
中 貴

た か し
志 さん

　鹿屋市は住んでいるときは地元ということもあり、
何も思わなかったんですけど、外に出てみると、帰り
たくなる場所だなって、悪くないなと思ったりします。
宿泊施設もあるので、今までやっていないイベントと
かをやってみたいと思っています。住みやすく、若い人
たちも夢をもてる街になれば良いなと思います。

M
モ リ
ORI A

オ ー ル
LL W

ウ ェ ー ブ
AVE K

カ ノ ヤ
ANOYA

キャプテン　新
あ ら や

谷 静
しずか

 さん

　県外出身なんですが、社会人を機に輝
北町に来ました。最初は、田んぼとか山
とかが多くて驚いたけど、私はソフトボー
ルをするためにきたので打ち込めて良かっ
たなと思っています。鹿屋市の印象は、あ
たたかい方が多いというイメージです。試
合前だと「頑張って」と声をかけてくれた
り、わざわざグランドに足を運んでいただ
いたりすることもあります。背中を押され
てさらに頑張ろうと思って試合に臨めてい
ます。

㈲うしの中山
専務　荒

あ ら き
木 真

まさたか
貴 さん

　鹿屋市は畜産が盛んで、移ってき
て全国の和牛のオリンピックで最優
秀賞をとらせてもらったことは、皆
さんのサポートがあってのことなの
で、非常に感謝しています。これか
らは畜産を通して恩返しをしていき
たいと常々思っています。また、何
か貢献できることがないかと常に探
してチャレンジしています。

吾平山上陵
案内人　前

まえむら
村 悦

え つ こ
子 さん

　私は地元民なんですが、吾平町
と言っていたころよりも、鹿屋市吾
平町と言った方が知名度が上がっ
たような気がします。吾平山上陵
は、お墓とはいえ昔から大事にさ
れてきて、周りの人がきれいにして
きたからこそ伝承されていると思っ
ています。それを私が語り部として
伝承していくということはすごい大
事なことだと感じています。

SUP 日本代表　芝
しばはら

原 叶
か な え

妃 さん

　鹿屋市は、練習環境は非常に恵ま
れていると思います。まずは、海がき
れいなこと。練習中に魚が飛ぶこと
もあるし、それを見ると頑張ろうって
気持ちになります。その他に、食べ
物がおいしくて、特にカンパチなどの
魚が大好き。また、人があたたかい
ので、鹿屋は大好きです。
　私のこれからの目標はまずは世界
チャンピオンを目指して頑張ります。

鹿屋市制施行20周年を祝う

特
　
集
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